
 
 
 
 
 
 

4月 6日から始まった1学期は74日の 

   授業日を経て、本日終業式を迎えることが

できました。大きな事故もなく夏休みを迎えることができたのは、ひとえに保護者の皆様の

ご理解、ご協力のおかげと深く感謝しております。本当にありがとうございました。 

 

さて、本日学級担任より一人ひとりの子どもに通知表を渡しました。多くの子どもは、通

知表の結果に対するおうちの方の表情を思い浮かべ、悲喜こもごもではないかと思います。

数字や記号だけで｢だめじゃないの｣などと言わないようにぜひお願いいたします。 

 

通知表は何のためにあるのでしょうか。通知表は学校における子どもの学習の状況や成果、

あるいは行動などの状況を保護者の皆さんにお知らせし、家庭と学校が互いに連絡を密にし、

子どもの成長と発達について協力する橋渡しの役割を果たすことをねらいとしています。 

 

当校の通知表では、各教科の学習の記録(観点別評価)は、他の子ども

(学級の同年齢の子ども)との比較による評価(ランク付け)は基本的に行

っていません。つまり、通知表の記号や数字はほかの人と比較する「相

対評価」によって集団の中の自分の位置を知るためについているのではありません。学年の

学習内容について｢ここまでは到達してほしい｣という観点別の目標を定め、子どもたちがそ

の学期に学習したことの到達度を一人ひとりについて評価する「絶対評価」を示すための記

号や数字です。例えば｢3 位数のたし算の問題を正しく計算する｣という観点であれば“１４

５＋２８９＝ ”という計算が正しくできればどの子にも◎がつきます。 

ご家庭では、観点別評価から子どもの成長の様子を見ていただきたいと思います。個々の

記録は子どものよさを見取るための窓口です。○や◎のついている「よかったところ」をほ

めてあげてください。また、通知表はその学期の努力の記録ですが、次の学期への向上の土

台ともなります。△のところはそんな気持ちで励ましてあげてほしいと思います。 

 

 通知表は子どもを叱責する材料ではなく、子ども自身がよりよくたくましく、より素直に

伸びていくための励ましの資料として活用していただくよう願っております。 

 

なお、期末ＰＴＡでご説明したとおり本年度より｢所見｣は手書きでなくラベルシートに打

ち出したり印字したりしています。児童への指導時間の確保と事務の効率化を狙ったもので

す。どうかこの点もご理解をお願いいたします。 
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 7 月 10 日(火) 期末ＰＴＡで、新井消防署より 2 名の講師をお招きし、救急法講習会が行

われました。夏休みのプール開放での万一の事故に備えるとともに新しく導入された自動体

外式除細動器（ＡＥＤ）の使用法を周知することを目的とした講習会でした。 

 多数の保護者の皆様からご参加をいただき、プールでの事故への対応法について講義を受

け、心臓マッサージや

人工呼吸のやり方を

人形や模型を使って

一人ひとりが実習し

ました。 

 後半は、ＡＥＤ（心

臓がけいれんし血液

を流すポンプ機能を

失った状態“心室細動

“になった心臓に対

して、電気ショックを

与え、正常なリズムに戻す

ための医療機器）の使用を

含めて救急法の一連の流

れを教えていただきました。 

 

 

○ プール監視当番に当たった方は、児童玄関にある 

ＡＥＤをプールサイドにもっていってください。 

 

 

ＰＴＡ救急法講習会（心肺蘇生と AED） 

講習の主なポイント 

１ 意識を調べる 
 「だいじょうぶですか？」 
２ 助けを呼ぶ 
 「救急車を呼んでください」 
 「AED を持ってきて下さい」 
３ 気道確保 
４ 呼吸を調べる 
５ 人工呼吸 
  ゆっくり 2 回吹き込む 
６ 循環のサインを調べる 
 「見て、聞いて、感じて」 
７ 心臓マッサージ 
・ＡＥＤが到着したら電源を入 

れ、自動で流れるメッセージ 
どおりにする。（電極パッドを 
患者の胸に貼る。ＡＥＤの指 
示があれば放電ボタンを押す） 

肘をまっすぐに伸ばして
体重をかけ 15 回圧迫す
る。（とても上手ですね） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 月２日は志（志公会堂）、３日は菅沼・窪松原・三ツ俣（窪松原生活改善センター）、６

日は上中・東志・三本木新田・新井新田（三本木会館）、９日は西野谷･両善寺（西野谷会館）

において地域懇談会が開かれました。主な意見を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 生活チェックが始まってから子どもは時計

を見ながらメディアや就寝時間をコントロ

ールできるようになってきた。 
・ 子どもには社会的な経験をたくさんさせた

い。競争心やくやしさがバネになる。 
・ 矢代の子は基礎的な体力はあるが気持ちが

弱い。自分をアピールできるようにしたい。 
・ 人数の少ない地域があるので地域懇談会を

もう少し整理してまとめてはどうか。いつ

も同じﾒﾝﾊﾞｰで無く他地域の話も聞きたい。 
・ 高学年になるにつれ親子の会話が少なくな

ってきた。 
・ 一人で自転車に乗って他の地域に遊びに行

くようになってきたが安全面が心配。 
・ 外で遊ぶ子どもを見ることが少ない。安全

に注意しながらも、自然の中で遊ぶ経験を

させることは大切だ。 
・ 習い事やパパギャルなど新しい経験をする

ことによって時間の使い方が上手になっ

た。親が見に来ると子どもは上手になる。 

・ テレビを消すと、親子の会話が増えるの

でよい。また、テレビを消さなくてもそ

れを話題にして話すこともできるので一

概に消すことだけがよいとは思わない。

大人の人数が多いとテレビを消せない。 
・ 宿題はきちんとやっている。間に合わな

いと朝早く起きてやっている。 
・ 高学年女子の中で言葉遣いが乱暴になっ

てきた子がいる。 
・ 読書をあまりしない（高学年） 
・ テレビゲームよりも漫画本に夢中になっ

ている子が多い。 
・ 居間で家族がそろう時間をなるべく多く

とるようにしている。 
・ 親も忙しく、なかなか子どもとゆっくり

話す時間が取れない。 
・ 地区が離れているので、近所に一緒に遊

ぶ友達がいない。 
・ 雨の日に家族が学校へ車で迎えに来る

が、少しの雨なら歩かせるほうがよい。 

写真は西野谷・両善寺地区 



 
 
  

矢代交番の古川署長様より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ９ 月の地域巡回パトロールのお願い  

 
 
 
 
 
  
 

夏休みの７・８月 

7/25 日(水)プール開放 10:00-11:30 

26 日(木)プール開放 10:00-11:30 

      陸上練習 8:15～ 

27 日(金)プール開放 10:00-11:30 

      陸上練習 8:15～ 

30 日(月)プール開放 10:00-11:30 

      陸上練習 8:15～ 

31 日(火)陸上練習 8:15～ 

8/ 1 日(水) プール開放 10:00-11:30 

2 日(木) プール開放 10:00-11:30 

3 日(金) プール開放 10:00-11:30 

6 日(月) プール開放 10:00-11:30 

7 日(火) プール開放 10:00-11:30 

   いじめ根絶スクール集会参加 

   (6 年生児童 2 名くびき希望館) 

8 日(水) プール開放 10:00-11:30 

10 日(金)諸費振替日 

19 日(日)矢代地区親子球技大会 

27 日(月)陸上練習 8:15～、31 日まで 

９月 

3 日（月）第２学期始業式、給食開始 

6 日（木）任命式，ＳＳＴ 

10 日（月）教育実習生着任 

（4,5 年学級 9/28 まで） 

11 日（火）児童総会、1,2 年校外学習 

12 日～13 日(水・木)4,5 年生自然教室 

     国立妙高青少年自然の家 

16 日（日）妙高陸上選手権大会 

17 日（月）敬老の日 

20 日（木）妙高市学童親善陸上大会 

21 日（金）フリー参観日 

24 日（月）秋分の日の振替休日 

27 日（木）発表朝会  

28 日（金）秋の遠足 

９月の地域巡回パトロールを次のように割り振

らせていただきました。よろしくお願いします。 
９月 ３日～９月 ７日 塚田 美帆さんのお宅 
９月１０日～９月１４日 永井彩百合  〃 
９月１７日～９月２１日 丸山 義利  〃 
９月２４日～９月２８日 丸山 りさ  〃 
 

・ 水難事故に注意（子どもから 
絶対に目を離さないでほしい） 

・ 不審者事案に注意 
「いかのおすし」の合言葉を再確認してほしい。 

・ 交通事故に注意（特に自転車の正しい乗り方を

指導してほしい。飛び出しは絶対にしない） 
・ 遊びに行くときは「どこに」「誰と」「何をしに」

「何時に帰るか」をきちんと言わせてほしい。 
・ お年寄りによる山菜取りの事故が絶えない。子

どもと同じように出かける時には家族に一声か

けるようにしてほしい。 
・ 自転車の鍵をかけないで盗難にあうことが多

い。新潟県は子ども自転車の無施錠率が高い。 

「叱るシステム、叱らないシステム」 

明日から 40 日の夏休み。ずっと子どもといると

何かとあらが見えて叱りたくなりますね。雑誌にこ

んな話が載っていましたので紹介します。 
家族で夕食を終えて、子どもはテレビに夢中にな

り歯磨きを忘れてしまいます。食器を洗いながらそ

のことに気づいたお母さんは注意しますがなかな

か聞きません。そのうち声を荒げることになりま

す。これが叱るシステムです。 
これを叱らないシステムに変えるには、お箸と一

緒に歯ブラシを食卓においておき「ごちそうさまを

したらすぐ歯磨き」を習慣付けておくのだそうで

す。難しい点もあるかと思いますが、長い夏休み生

活の中で叱らないシステムを作れればいいですね。 


